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1. はじめに 
現在，世界のスマートフォン市場における携

帯情報端末用ソフトウェアのプラットフォーム

シェアは，Android が 75%の首位で大きな市場を

形成している．故に，Android エンジニアの育成

が教育機関や企業にとって急務である．しかし，

Android アプリケーション開発環境の導入方法が

難解であり，Android アプリケーション開発環境

の更新が頻繁である為，運用や管理に多大な労

力や費用が必要な事が課題である．本研究では，

フラッシュメモリを基盤とした Android アプリ

ケーション開発環境を発展させ，シンクライア

ントシステムによる Android アプリケーション

開発環境の試作における現状に対する取り組み

の指針について報告する．この研究により，

様々なコンピューター環境下において，Android

アプリケーションの開発及び学習が可能になる． 

2. 先行研究 
 先行研究[1]は，フラッシュメモリのブートプ

ロセスが可能な基盤を活用した，可搬性に優れ

た Android アプリケーション統合開発環境の構

築手法を実現している．しかし，フラッシュメ

モリを基盤としている為，原理及び性質上，デ

ータを長期に保存し，書き換え頻度の高い利用

が難しい．先行研究[2]は，学習管理システムと

の連携やユーザー管理システムとの連携により，

データ保存性の向上や復旧性を実現している．

しかし，フラッシュメモリを基盤としている為，

小型で持ち運びが容易であると同時に遺失する

可能性が高い．また，システムの設計上，2000

年前半に発売された性能のコンピューターでも

利用可能であるが，フラッシュメモリのブート

プロセスに非対応なマザーボードがある為，利

用が出来ない課題がある．先行研究[3][4]は，

メインストリームの Ubuntu に非対応である． 

 

 

 

 

 

3. システム要件定義 
先行研究の課題を解決するには，多種多様な

コンピューター環境に対応し，長期に渡り利用

可能なシステムが必要である。 

3.1. システムアーキテクチャの要件 

ネットワークブート型シンクライアントシス

テムを基盤とする方針とした．理由は，サーバ

側に集約したディスクイメージを利用し，個々

のクライアントにより，OS やアプリケーション

を動作させる方式である事から，すでにある情

報機材の資産を活用可能であり，高性能なサー

バやコンピューターを必要としない為である． 

3.2. Linux ディストビュージョンの要件 

 Android アプリケーション開発環境の Linux デ

ィストリビュージョンは，Ubuntu10.04LTS を選

定した．理由は，準備されているデバイスドラ

イバが豊富である事から，多種多様な情報機器

に対応が可能な為である．また，Live Linux 環

境の構築が容易であり，パッケージのセキュリ

ティサポート期間が長い利点がある． 

4. システム概要 
 本システムは，DHCP と TFTP の複合サービス，

WEB と HTTP-FUSE の複合サービス，LDAP サービ

ス，NFS サービスから構成される（図 1）． 

Android アプリケーション開発環境は，4 つの

段階により提供される．１段階目は，クライア

ントコンピューターを起動すると，DHCP から必

要なネットワーク環境情報を取得し，ネットワ

ークアドレスを自動設定する．また，TFTP から

ブートディスクイメージを取得し，PEX ブートを

実行する．2 段階目は，最小限の Linux が起動し

た後，分割された Live Linux ディスクイメージ

を取得しつつ，Android アプリケーションの開発

に必要な環境を起動させる．3 段階目は，ログイ

ン時に LDAP サービスに接続し，ユーザー認証を

実行する．4 段階目は，ユーザー認証情報を基に

NFS サービスに接続し，ユーザーディレクトリを

ネットワークマウントする．因みに 1 段階目は，

専用のブートディスクイメージを書き込んだメ

ディアを利用して，コンピューターを起動させ

る事により，代替処理が可能である． 
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図 1．システム全体構成 

4.1. ユーザー認証機能 

Live Linux のユーザー認証機構は，特定のア

カウントが自動的に生成され，ユーザー名やパ

スワードを変更する事が不可能であり，root 権

限を持ち合わせている為に多くの弊害がある．

故に，LDAP サービスと連携する仕組みを導入す

る事により，アカウントや権限の一元管理を実

現した． 

4.2. ユーザーディレクトリマウント機能 

Live Linux のユーザーディレクトリは，メモ

リ上に生成される為，ユーザーが作成されたデ

ータを別手段で保存する必要性があり，ユーザ

ーにとって不便であった．故に，NFS サービスと

連携する仕組みを導入する事により，データ保

存の煩わしさを解決した．また，ユーザーディ

レクトリは，ネットワークマウントである為，

コンピューターの再起動や電源切断によるデー

タの損失を防ぐ事を実現した． 

図 2．NFS によるユーザーディレクトリ構成 

4.3. HTTP-FUSE を Ubuntu に対応化 

Ubuntu によるシンクライアントの方式は，NFS

サーバにある 1.8GB のデータを全てダウンロー

ドしてから利用する必要がある．故に，ネット

ワーク負荷が膨大で，LAN 内においても起動可能

な台数が 5 台以内に限定される．故に，HHTP-

FUSE の仕組みを Ubuntu に導入する事により，状

況に応じて OS やアプリケーションを動作に必要

な分割された Live Linux ディスクイメージを，

取得しつつシステムを動作させる事を実現した． 

 
図．HTTP-FUSE-UBUNTU の構成 

5. おわりに 
 今後，ネットワークブートシンクライアント

方式を基盤とした Android アプリケーション開

発環境の評価実験を実施し，有効性及び他のシ

ステムと比べて優位性を実証したい． 
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